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月 日(金) 19:00～20:30 
 

場所:ほくほくプラザ 

元はばたき人権文化センター 所長 山下
やました

 千之
ち ゆ き

さん 
講師 

「私と部落」 

月 日(日) 13:30～15:00 
 

場所:大栄農村環境改善センター 

応援歌特化型シンガーソングライター 遊人
ゆ う と

さん 
講師 

「カラーユニバーサルデザインとは」 

  ～色づかいの配慮から誰もが暮らしやすい社会へ～ 

月 日(金) 19:00～20:30 
 

場所:ほくほくプラザ 

鳥取市江山人権福祉センター 所長 石田
い し だ

 重幸
しげゆき

さん 講師 

「インターネットと犯罪」 

月 日(金) 19:00～20:30 
 

場所:ほくほくプラザ 

鳥取県警察本部 サイバー犯罪対策課 
講師 

月 日(金) 19:00～20:30 
 

場所:ほくほくプラザ 

鈴木
す ず き

 直子
な お こ

さん 鳥取県中小企業労働相談所みなくる 相談員 
講師 

「自分らしく生きる」～普通ってなんだろう～ 

月 日(金) 14:00～15:15 
 

場所:北条中学校 

ひみつきち～にじっと～ 
講師 

月 日(水) 14:00～15:15 
 

竹田
た け だ

 結輝
ゆ う き

さん・藤田
ふ じ た

 聖玲菜
せ れ な

さん 

場所:大栄中学校 

令和６年度 分かりやすいじんけんの話 

 春の日差しも心地よく、色とりどりの花が咲き誇り、まさに春爛漫。心も体も軽やかになりますね。さて、新

年度がスタートしました。これからもほくほくプラザがみなさんにとって町の人権発信拠点というだけでなく、

いろいろな年代の方が楽しく交流できる場として利用していただけるよう、職員一同、新たな気持ちで事業に

取り組んでまいりますのでよろしくお願いします。 

「労働者が”働き続けたい”と思う職場とは」 

～労働相談の実態から見えてくる働く人の人権～ 

「未定」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月  

2 火  

3 水  

4 木  

5 金  

 6 土  

7 日  

8 月  

9 火  

10 水  

11 木  

12 金  

13 土 習字教室 

14 日 絵本の読み聞かせ会 

15 月 午前休館 

16 火  

17 水  

18 木  

19 金 おしゃべりサロン 

20 土 ○児 「おにぎりを作ってでかけよう！」 

21 日  

22 月 午前休館 

23 火  

24 水  

25 木  

26 金  

27 土 習字教室/○児 「消防署へ行こう！」 

28 日              

29 月 昭和の日／休館 

 30 火  
 

※行事の申し込みが終了している場合もあります。 

詳しくは、ほくほくプラザ（３７－４６７６）まで 

 
【お願い】ご不要になった子ども服やおもちゃ、ベビー用品があればお譲りください。 

開館時間 

9 時～17時 15 分 

 

 

●子育て応援 

ポイントシール 

●ほくほくポイント 

どちらか選べます 

 
ほくほく
ポイント
対象事業 おんどくと 

おしゃべりサロン 
4 月19 日(金)9：00～11：00 

なつかしい昭和歌謡の歌詞を読み、 

みんなで歌いましょう！ 

どなたでもご参加できます♪ 

 

性的マイノリティの人権 
 

性の多様性を認め合う～誰もが自分らしく生きられる社会をめざして～ 

～性的マイノリティに対する偏見～ 

性的マイノリティについては、依然として社会理解が進

まず、偏見や差別、配慮に欠けた対応などで、自分の思い

や悩みを打ち明けることが難しく、周囲の無理解に苦悩

し、生きづらさを感じている状況など様々な問題があり、

深刻な人権問題となっています。一方、性的マイノリティ

であることを打ち明けられた家族や友人等は、既成概念

による偏見や知識不足によって、理解しようと向き合う前

に混乱や抵抗感にとらわれてしまうことが多くあります。 

性的マイノリティへの理解が不十分な現状において、自分

の心と体の性が一致しないと感じる人は、性別に対する

違和感を持ちながらも、ありのままの自分を隠して生きざ

るを得ない現実があります。 

 

 

 

～令和６年度「人権を学ぶ会」について～ 

国においては、令和 5年６月に性的指向、ジェンダー

アイデンティティー（性自認）の多様性に関する施策の

推進に向けて、基本理念や国・地方公共団体の役割を

定めた LGBT理解促進法が制定されました。 

町としても性的マイノリティについて正しい理解につ

いて啓発を図る必要があることから、令和６年度「人権

を学ぶ会」の学習テーマを性的マイノリティの人権とし

ています。 

「人権を学ぶ会」をとおして、自分も相手も尊重し、誰

もが自分らしく生きられる社会をめざしましょう。 

性的マイノリティとは、自分の性に違和感がある人や、同性に恋愛感情をもつ人などのことをいいます。

「性的少数者」「※ＬＧＢＴ」とも呼ばれています。その割合は、10 人に１人ともいわれています。この数字は、

学校や職場、地域の仲間として、あるいは家族として、身近に存在していることを示しています。 
 

※ＬＧＢＴとは、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシャル（両性愛者）、トランスジェンダー 

（性同一性障害など）の頭文字をとった言葉。その他にも多様なセクシャリティー（性のあり方）が存在します。 

 

 


